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１．事業所の概要 

 

（１）事業所名 ：株式会社 スイカン  代表者氏名：代表取締役 松本 雅稔 

（２）所在地  ：本  社・・・兵庫県西宮市西宮浜３丁目１４番地３ 

：東京支店・・・東京都目黒区目黒本町１丁目１６－２ 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

・環境管理責任者：與那嶺 守光（最高顧問） 

・担当者名   ：宇都宮 諒也（総務部主任） 

・TEL：０７９８－２２－９１８５ ・FAX：０７９８－２２－５８５８ 

（４）認証登録の範囲   

・対象事業所 ：本社、東京支店 

・事業活動  ：給排水衛生設備の点検清掃・維持管理・劣化診断及び改修工事・ 

24 時間トラブル対応、公園水景設備・プール・河川・ 

下水道等の点検清掃・維持管理 

（５）事業規模 ： 

 

 活動規模 単位 2022 年度 

 売上高 百万円 1,250 

 従業員 人 本社 35   東京支店 12 

 床面積 ㎡ 本社 790.59  東京支店 178.56 

 

(６)主な環境負荷の状況 ： 

環境負荷項目 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

二酸化炭素排出量(kg-CO₂) 178,306 147,943 141,801 138,649 140,685 

廃棄物排出量(t) 79.8 72.1 79.7 64.5 60 

総排水量(㎥) 1,177 1,017 1,052 1,046 1,026 
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環境経営方針 

 

１．環境理念 

当社は社員と社員の家族、そしてそれに繋がる全ての人を幸せにという社是に基づき、 

持続可能な社会の実現を願います。 

また環境関連事業に携わる企業市民として、環境活動を経営の最重要課題のひとつと 

して位置づけ、この活動を通じて環境負荷の削減を積極的に推進します。 

 

２．行動指針 

当社は給排水衛生設備工事、維持管理等の事業活動を通じて次の項目に取組みます。 

（１）環境関連法規制等を遵守します。 

（２）エコアクション２１環境経営システムを構築・運用し、汚染の予防を行うと共に、 

エコロジー＆エコノミー精神に基づき、企業活動の継続的改善に努めます。 

（３）事業活動全般における環境負荷を削減する為に、次の活動に取組みます。 

① 二酸化炭素排出量の削減（特に車両の燃費の改善、電気）※ 

② 産業廃棄物排出量の削減※ 

③ 一般廃棄物排出量の削減 

④ 総排水量の削減 

⑤ 資源等使用量の削減 

⑥ 環境に配慮したサービスの提供 

※取組重点項目 

（４）課題とチャンス 

３．この環境方針は、全従業員に周知するとともに社会にも公開します。 

４．環境経営システムの継続的改善を図ります。 

2010 年 9 月 5 日制定 

2022 年 12 月 1 日改訂 

株式会社 ス イ カ ン 

代表取締役 松本 雅稔 
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建設現場 

３－１．ＥＡ２１環境経営システム実施体制図 
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建設現場責任者 



３－２．役割・責任・権限 

 

代表者 ・環境理念及び環境経営方針の作成 

 ・環境管理責任者の任命 

 ・環境経営活動全般の評価と見直し 

 ・環境経営レポートの承認 

 ・経営資源を用意する 

  

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築と運用と 

 代表者への状況報告 

 ・外部からの苦情等の受付と対応及び 

 結果の記録 

 ・環境経営レポートの作成 

  

環境管理委員会 ・環境経営活動の統率 

委 員 長：環境管理責任者 ・意志統一と諸問題の解決 

メンバー：部門長 ・活動の実行管理と進捗確認票の作成 

  

事務局 ・環境経営活動関連文書及び記録の素案 

（EA21 実行責任者） 作成，管理等 

  

東京支店 ・環境経営活動の実施と確認 

営業部 ・     〃 

営繕部 ・     〃 

工事部 ・     〃 

管理部 ・     〃 

  

防火責任者 ・防火、消火活動の実施とりまとめ 

 ・消防設備の点検、管理 
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４．環境目標とその実績  

      当社の主な環境経営目標とその実績は次の通りです。  

 

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2023年度 2024年度 2025年度

(12カ月） (12カ月） (12カ月） (12ヵ月) (12ヵ月) (12ヵ月)

達成率

(％)

147,943 141,801 138,649 140,137

kWh 99,565 98,625 103,214 119,749 104,687 114% 98,840 98,840 98,840

％ 8 9 24 10 12 10 10 10

㎏-

CO2
31,662 31,362 25,926 38,080 33,290 114% 31,014 31,014 31,014

km/l
燃費維持目標9.0㎞/

ℓ

に変更
8.8 9.0 9.6 9 8.5 94% △ 9 9 9

L 35,454 34,928 36,960 35,412

㎏-

CO2
82,253 81,032 85,747 82,156

h/ℓ
機器稼働時間当たりの燃費維持目標

0.160（h/ℓ） 0.270 0.166 0.181 0.160 0.174 109% 〇 0.160 0.160 0.160

L 43,264 10,947 10,166 9,570

㎏-

CO2
29,559 28,243 26,228 24,691

㎥
2022年度維持目標145（㎥）/月

2023年度以降は120（㎥）/月に変更
1,017 1,052 1,046 1,740 1,026 170% 〇 1,440 1,440 1,440

冊
コピー用紙の管理

（活動目標）
100 100 100 100 100 100% 〇 100 100 100

％ 100 100 100 100 100 100% 〇 100 100 100

％ 100 100 100 100 100 100% 〇 100 100 100

環
境
に
配
慮
し

た
サ
ー

ビ
ス

％ 94 95 100 100 96 96% △ 97 97 97

・電力のCO2排出係数は関西電力の2019年度調整後排出係数の0.318㎏-CO2／kWhを使用しています。

　ガソリンのCO2排出係数は2.32㎏-CO2／ℓを使用しています。

　軽油のCO2排出係数は2.58㎏-CO2／ℓを使用しています。

　都市ガスについてはごく少量の消費量であり、算入していません。

・弊社では従来より、対象の化学物質を含む製品は取り扱っておらず、また今後も使用する予定が無いため、目標を設定しておりません。

・達成状況は次の通り判定いたしました。100％以上：〇、90％以上：△、90％未満：×（是正処置が必要）

〇

※本社電力の目標については
2019年度実績の10％削減

2023年度以降は基準値を
2010年度～2020年度]
平均値に変更

実績ガソリン消
費量

実績軽油消費量

コピー用紙使用
量

2022年度

目標・実績

目標設定の変更等

2024.3～
2025.2

項目

2025.3～
2026.2

(12ヵ月)

2019.3～
2020.3

2020.3～
2021.2

2021.3～
2022.2

2022.3～
2023.2

2023.3～
2024.2

目標実績 目標 実績 達成状況 目標

CO2総排出量　※1

電
力

使用量

削減率
(基準年比)

CO2排出量

目標実績 実績

ガ
ソ
リ
ン

自動車燃費

CO2排出量

軽
油

軽油使用量の把
握

CO2排出量

低騒音型機器の
使用率

・８件の環境目標のうち、６件で達成をすることができました。

上
水

上水使用量

紙
資
源

廃
棄
物

産廃の分別の
徹底度

一般廃棄物の
分別の徹底度
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５．主要な環境経営活動計画の内容及び取組結果の評価（2022.3～2023.2）  

区分 取組 主な取組み 取組み結果の評価 次年度の取組み 

電
力
使
用
量 

の
削
減 

本
社
・
東
京
支
店 

1.冷・暖房時の適切な温度管理 

2.空調機のフィルターの清掃/

月 

3.不使用時の消灯 

4.部分消灯 

5.節電シールの貼付け 

1～5 の各取組はほぼ定着し、継続できている。 

昨年同様、新型コロナウィルス感染拡大予防の観点

から、換気しながらの冷暖房を行い、電力使用量削

減とは矛盾する課題に取り組まざるを得なかった

が、その中でも結果を残すことができた、また社員

への清涼飲料水の配布を行うことで、熱中症者も発

生しなかった。 

熱中症対策との両

立 

換気など衛生面と

の両立 

活動を継続のこと 

 

軽
油
・
ガ
ソ
リ
ン
使
用
自
動
車

燃
料
の
削
減 

各
現
場
及
び
営
業
先 

1.運転日報を基に、目標設定の

ためのデータを収集。 

2.車載重量削減の呼びかけと、

安全運転に繋がる新ドライ

ブレコーダー導入の検討。 

 

運転日報及び車載重量削減活動継続中。 

『ゆっくり発進・ゆっくり停車』による事故撲滅と

低燃費走行を継続し、燃料使用量、燃費とも更に改

善した。また前回の課題でありました新しいドライ

ブレコーダーの導入を引き続き検討し、安全運転の

徹底・並びに環境に配慮した運転を徹底する。 

安全走行の継続、高

圧洗浄機の適切な

メンテナンス 

並びに環境に配慮

した運転を徹底す

る 

上
水
使
用
量 

の
削
減 

本
社
・
東
京
支
店 

1.節水シールを貼る 

2.出しっぱなしにしない 

3.洗浄の際、洗剤を適正使用す

る 

1～3 共、取組継続中。節水の意識は浸透しており、

残業の削減を前回より意識して行うことにより、 

衛生面への配慮も意識して行うことができた。 

活動を継続のこと 

 

コ
ピ

用
紙 

使
用
量
の
削
減 

本
社
・
東
京
支
店 

1.印刷、コピー用紙の両面刷り 

2.コピー用紙の裏面利用 

3.コピー対象物･枚数の事前確

認 

4.注意事項の貼付け等 

シャチ ハタクラウド（ 電子印鑑 システム ）、

LINEWORKS（グループウェア）、ミナジン（クラウ

ド勤怠管理システム）等の継続利用に加え、 

東京支店との WEB 会議を毎月行い、ペーパーレス

カの取組みを継続できた。 

 

ペーパーレス化を

更に推進 

活動を継続のこと 

廃
棄
物
分
別
の
徹
底 

産
廃(

建
設
現
場) 

一
般
廃
棄
物(

事
業
所) 

1.分別表示をして分別を徹底

する。 

2.購入先に簡易包装・返却を依

頼する。 

3.月４回以上実施状況を確認

する。 

今期も各部署の係長、主任を中心に、毎週コンテナ

内片付けを行い、分別状況や廃棄状況を自ら確認

し、状況の社内周知を継続している。 

コンテナ内に空き缶や一般ゴミの混入はほとんど

見られなくなった。 

活動を継続のこと 

環
境
に
配
慮
し
た
サ

ビ
ス
の
提
供 

本
社 

１．排水管清掃時における、低

騒音型機器の使用比率の向上 

今期も記録を取り、2020 年 10 月末に老朽化した

高圧洗浄機を低騒音型の物に買い替え、以降全ての

高圧洗浄機が低騒音型となった。 

 

 

活動を継続のこと 
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６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

当社の主な環境関連法規 

分類 法規制名 遵守すべき要求事項 

振動 振動規制法 

・法第 4 条１項に遵守 

自主基準として敷地境界線において夜間 60～昼間

65db を上回らないよう配慮する。 

騒音 騒音規制法 

・法第５条１項に遵守 

自主基準として敷地境界線において夜間 50～昼間

65Db を上回らないよう配慮する。 

大気 自動車 N０ｘ・ＰＭ法 ・法第４０条１項に遵守（適合車両の使用） 

廃棄物 廃棄物処理法 

・法第２１条３項に遵守 

・産業廃棄物の発生から最終処分まで適正処理が 

行われるよう必要な処置を講ずるよう努める 

（マニフェト管理の徹底等）マニュフェスト交付状況

報告書を提出。 

・法第２１条３項に遵守 

飛散、流出、地下浸透の防止等 

地球温暖化

対策 
フロン排出抑制法 

・法第１９条１項に遵守 

・フロン類が充填されている第１種特定製品の廃棄 

・3 ヶ月に一回以上の機器の簡易点検の実施 

・記録の保管の実施 

・機器廃棄後 3 年間の保管 

市条例 西宮市環境基本条例 

・法第５条１項～３項に遵守 

（廃棄物の発生抑制等に係る措置及び地球温暖化対策の

推進） 

 

『環境関連法規等の遵守状況の評価の結果』 

環境関連法規への違反はありません。 

 

環境関連訴訟等や、関係当局よりの違反等の指摘も過去 3 年間ありません。 
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７．代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

 

弊社がエコアクション 21 環境経営システムに取組み、12 期目を終えました。 

新型コロナウィルスの終息と共にお客様のご自宅に入って行う作業が流行前の状況まで戻ってま

いりました。感染対策と業務遂行の為に邁進した経験から、以前のような業務への取組みに執着せ

ずに「業務効率化」への意識を社員全員に浸透させてきた 1 年でした。 

具体的には、『作業の空き時間を活用したリモートワーク』『現場情報の共有』『直行直帰の奨励』

『残業ゼロの推進』など、徹底的に効率を重視し、従来の業務体系を大きく転換することに注力し

ました。 

特に、帰社後にしかできなかった事務処理業務を、現場の空き時間を利用して行うことで、 

帰社後の事務処理業務の削減を図ることで、残業時間の削減にもつながり、環境活動にも効果があ

ったように思われます。 

新たな取り組みを行うことで、戸惑う社員もいましたが、最終的に残業時間を大幅に削減すること

ができ、社員が家族と過ごす時間が増え、ストレス軽減や時短など時代の要請に応えながら、業務

効率化＝利益率改善を達成できたことは評価に値すると考えております。 

さて、各活動内容と結果につきましては、前回同様多くの目標を達成することができました。 

しかし、この社会情勢の中、一つ間違えば社員の安全はおろか、会社の存続も危ぶまれる時代です。

幸いにも弊社は人々の生活に必要不可欠なライフラインの維持管理に関わる仕事をさせて頂いて

おり、大きく業績を落とすことなくここまで来ております。 

その状態に甘えることなく、常に新しいことに取り組み、新しいアイデアやテクノロジーを活用し

つつも、決して『まごころスイカン』という基本を忘れず、地域のお客様に安定したサービスを提

供しお客様に愛されていくことこそが、不安に包まれるこの時代に求められる『環境経営』の本質

なのではないかと考えます。 

担い手不足や、物価高騰など不安要素の多い時代ではありますが、今後も社員と心をひとつに、

力を併せてこの荒波を乗り越え、前進し続けたいと思います。 

 

・環境経営方針に課題とチャンスを追記。 

・環境経営目標は 

(1)本社2023年度電力基準値を2010年～2012年度平均値→2020年度～2022年度平均値に変更。 

(2)ガソリンの燃費維持目標を 9.0 ㎞/ℓに変更。 

(3)上水使用量の維持目標を 85（㎥）/月に変更。 

・環境経営計画 変更なし。 

・実施体制 変更はなし。 

2023 年 4 月 15 日 

株式会社 スイカン 

代表取締役 松本雅稔 
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